
2 オープンブック方式の必要性

　「オープンブック方式」は、「施工体制事前提出方式」として、一部の行政機関ではすでに公共工事において
採用されています。これは、ゼネコン、専門工事会社などの施工会社が入札時に施工体制を事前に提出し、下
請への発注金額を公開するというものです。公共工事におけるオープンブック方式の効果は、低入札による品
質低下を防止し、工事内容の全てを開示することで、納税者に対して説明責任が達成できるところにあります。
　マンション大規模修繕は、区分所有者から集めた修繕積立金を原資に行います。修繕積立金を税金と見れば、
公共工事と類似したものといえます。マンション大規模修繕におけるオープンブック方式の効果は以下のとお
りです。

　オープンブック方式における施工体制は、事前に管理組合に開示されます。また開示された施工体制が事情
により変更の場合、施工会社は、速やかに変更内容を報告する必要があります。
　施工体制を事前開示することによって、孫請、ひ孫請と続く重層構造の縮小に努めることができます。工事
金額の多寡は重層構造が大きな要因となっており、この重層構造の存在が末端の職人の手取り金額に影響を及
ぼし、さらに工事品質にも大きな影響を与えることとなります。

１．管理組合は、区分所有者への説明責任が達成できます。
２．工事関係者は、区分所有者と信頼関係を構築して工事を進めることができます。

① オープンブック方式による施工体制

② オープンブック方式による価格開示

　 オープンブック方式における工事金額は、「コスト＋フィー」が基本です。直接工事費が「コスト」、一般
管理費や利益が「フィー」です。施工会社のコストもフィーも管理組合に開示されます。受注者がリスクをと
るため中身の開示はあまり進まなかった従来の「請負契約」の考え方とは基本的に違います。オープンブック
方式は、工事費に関して言えば「原価開示方式」です。工事原価も利益も開示し、透明性が高い工事が提供で
きます。

従来の請負契約

共通仮設

250万円 600万円

2300万円 2000万円

現場経費

400万円
本社経費・利益

300万円

▲

300万円
利益がまるまる
値引き？
どこで儲かって
いるのかな？

オープンブック方式

共通仮設

220万円
直接仮設

500万円

塗装工事

1900万円
防水・その他工事

1700万円

現場経費

300万円
本社経費・利益

830万円

オープンブック方式の見積金額

5450万円

原価は開示
します。

工事の原価が下
がれば、支払う金
額が下がる場合
も。

大規模修繕の
マネジメントの
フィーも開示し
ます。

請負契約の見積金額

5550万円
※金額等はあくまでも一例です。

回 復
利 益

回 復
利 益塗装工事

回復
利 益直接仮設

回復
利 益防水・その他工事

工事の原価は
開示されるこ
とは、ありませ
ん。 営業努力

で、利益を
回復。

共通仮設
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